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 たった 5時間の教習で中型免許を取得できる人がいるのかと思いま

す。制度が変わる前は 17時間も掛けたとのことです。「宇野さん、もう

ちょっと車両に慣れる必要があるね。もう 2時間追加しようか…」との

指示で 7時間の教習を受けることになりました。教習 1回当たりの料金

も 7500 円ほどでかなりきついのですが、やり始めたからには頑張りたい

と思います。そしてようやく検定の日を迎えました。 

 

 この検定試験、そもそも試験を受けた事こそ何年前? も

しかしたら普通免許を受けた時以来、つまり 20年ぶりか

も知れません。年齢に関係なく試験というのは緊張すると

いうことが分かりました。逆に今だからこそ余計緊張した

のかもしれません。普通免許の場合はまず仮免許証の試験

が実技、筆記ともにあり、次に路上教習があってこちらも

実技、筆記試験があります。中型免許の場合は実技のみ。

もし失敗したら再度教習を受けてから検定を受けなければなりません。 

 

 検定当日、朝から強い日差しが照りつけています。教習車は「発着

点」に停車して既にエンジンが掛けられて冷房が効いています。まず教

室に入り事前説明。本日の検定は私一人です。クランク、S字コースは

失敗しそうだったらやり直しすることが出来ます。コースは 2種類あり

ますが、どこの角を曲がるかという指示は検定官が行うので覚える必要

はありません。一回りして約 30 分。「何か質問がありますか?」と聞かれ

て「この緊張を取る方法を教えてください」と聞きました。 

 

 検定が終了。教室で待機。すると「小諸自動車教習所の副所長をして

いる Oです」とご挨拶と共に若い先生が入って来られました。テレビ番

組だったらここでドラムロールが流れることになっています。「宇野さ

ん、残念でした! 不合格でした!」「今、担当した検定官が来てご説明し

ます」あーやっぱりなーまぁこんなに簡単に合格したら安全運転できる

かどうか分からなかったからなーやっぱり不合格かーとはいえちょっと

がっかりだなーなどという思いが頭の中をぐるぐる回っていると検定官

の T先生が入って来られました。「いやいやーご苦労様お疲れ様でした。

あのクランク通過の時に縁石に後輪が掛かってしまったでしょ。あれは

大きな減点になりました。それから障害物を通過する際の確認など、細

かいミスがありましたよ。また教習を受けて次回頑張ってください」と

の評価で「もう 2時間教習を受けてから検定にしましょう」とのこと。 

 

 夏休みに入り、教習所も大学生クラスの生徒が増えてきてなかなか乗

車時間を予約することが難しくなってきました。それでも何とか 5日以

内に 2回乗車と検定の日程を調整していただき、いよいよ第 2回検定が

7月 31 日。これを逃すとさらに混雑する教習所。まさに背水の陣という

趣となりました。でもまぁ簡単に合格してすぐに事故を起こしても大変

なのですべては検定官の判断次第、ここはもう全てを委ねるしかありま

せん。「委ねる」ってお祈りのときに使いますが、こうして実感すること

もそうそうあるもんじゃないと思います。 

 

 今日の検定は 3人、大学生ぐらいの男の子が 2人教室で

待っていました。2人は卒業の路上検定です。そのうちの一

人が私のトラックの後ろに乗車、隣に検定官が乗って検定 2

回目の始まりです。私は場内のみ、2人は場外検定なので 1

番先に終わった私は前回同様教室でポツンと待っていまし

た。すると再び現れた副所長 O先生「おめでとうございま

す。合格です」と告げられました。「あは、あははは…」と

声を出して笑ってしまいましたが「これからトラックの運転ですか」と

聞かれ「いいえ、マイクロバスを予定しています」と答えると「え、マ

イクロ!? あれとトラックじゃあずいぶん違いますよ!」などとおっしゃ

るので今さら何を!と思いましたがもうどうすることもできません。「急

ブレーキを踏むと後ろの人たちがつんのめってしまいますから、早めの

ブレーキ、スピードを出さないように気を付けて運転してください」と

言われましたが何でそういう不安な発言を受けて教習所を後にしなけれ

ばならないのか…? 

 

 教習所を出た足で今度は軽井沢警察署へ向かいました。現在所持して

いる免許証の裏に中型車乗車許可のスタンプを押してもらうためです。

午前中の受付が正午までなので 2分前に滑り込んで手続き完了。「路上教

習が無くなった今の制度でいきなり運転するのはちょっとつらいですよ

ね」と担当の警察官に話すと「え!? 路上無しですか!? あ、ああそうそ

う制度が変わったんですよね…まぁこうして教習所からお墨付きをいた

だいているから大丈夫じゃないですか」 うーん警察署に来てまで、こ

んな不安要素のある言葉を聞くとは。 

      (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 


